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研究開発のポイント

【課題】

漬物工場でのエネルギー消費が多く、環境及びコスト削減

の観点で、新たな方法が必要となった。

【開発概要】

ＭＦＣＡ視点で工場環境、プロセスを見直し、冷蔵庫の霜

取り方法、ファン効率運転、等で新たな方法を開発して電

力料削減へつなげた。

効 果

○ＭＦＣＡ手法修得による問題発見能力と

改善力の向上

環境視点、コスト削減視点

○省エネ（電力量削減）：年間約 50万円

主な開発成果

○大型冷蔵庫の省エネ方法の開発（霜取方法、ファン有効活用）

→年間約40万円の電力量削減

○エア漏れの発見方法の開発と、エア漏対策

→年間約10万円の電力量削減

主要事業 野沢菜漬製造

長和町

ＭＦＣＡによる環境負荷低減手法の開発


